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作成：２０１２年１１月３０日 

改訂：２０１４年 ４月 ４日 

製品安全データシート 

 

１．製品及び会社情報 

製品名  コージンポリセット 

整理番号 ＳＲ００１ 

会社名  興人フィルム＆ケミカルズ株式会社 

住所  東京都港区芝公園 2丁目 6番 15 号 黒龍芝公園ビル 8階 

担当部門  フィルム事業部 商品開発部 

電話番号  ０３－５４０５－２７３０ 

ＦＡＸ番号  ０３－５４０５－２７３６ 

緊急連絡先  八代工場 品質保証室 

 電話番号 ０９６５－３３－９７６１ 

推奨用途と使用上の制限 包材用途 

 

２．危険有害性の要約 

ＧＨＳ分類  分類基準に該当しない 

ラベル要素 

危険有害性 常温の取り扱いでは特に危険はない。 

 可燃性があるので、火気に注意する。 

 

３．組成及び成分情報 

単一製品・混合物の区別  単一製品 

化学名 ポリプロピレン 

成分 エチレン・プロピレン共重合物 シリカ 

含有量 ＞99％ ＜0.5％ 

化学式 (C3H6･C2H4)n SiO2 

ＣＡＳ番号  9010-79-1 7631-86-9 

官報公示整理番号   

（化審法・安衛法） (6)-10 (1)-548 

  安衛法 通知対象物質 

 

４．応急措置 

吸入した場合 燃焼時に発生する分解ガスを吸入して気分が悪くなった場合、空

気の新鮮な場所に移動させる。気分が回復しない場合や、のどに

痛みがある場合は、医師の診察を受ける。  

皮膚に付着した場合 高温状態や溶融状態のものに触れた場合は、直ちに大量の水で冷

却する。皮膚に溶融物が付着した場合は、無理に剥がさないで医

師の診察を受ける。水ぶくれをつぶしたり、皮膚をはがしてはな

らない。 

目に入った場合 眼と接触した場合は、直ちに清浄な水で洗い、医師の診察を受け

る。コンタクトレンズを使用している場合は、外して洗浄を続け

る。 

飲み込んだ場合 直ちに吐き出させる。不快感を覚えた時は医師の診断を受ける。 

 

５．火災時の措置 

消火剤 初期の火災には、水、粉末、炭酸ガスなどを用いる。 

 大規模火災には、泡消火剤を用いて空気を遮断する。 
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特有の危険有害性 火災時には、熱分解又は燃焼により、一酸化炭素等の有害ガスを

発生する可能性がある｡ 

特定の消火方法 消火作業は可能な限り風上から行う。 

 火災発生場所の周辺に関係者以外の立ち入りを禁止する。 

 周囲の設備等に散水して冷却する。 

消火を行う者の保護 状況に応じた防火服や呼吸用保護具類を着用する。 

 

６．漏出時の措置 

人体に対する注意事項 床面にこぼした場合は、滑る可能性が高いため、集めて回収する。 

環境に対する注意事項 流出した製品が河川等に排出され、環境へ影響を起こさないよう

に注意する。 

除去方法 飛散したものを掃き集めて回収する。 

二次災害の防止策 付近の着火源となるものを取り除くとともに消火剤を準備する。 

 

７．取扱い及び保管上の注意 

取扱い 

技術的対策 製品は静電気を帯びやすいので、必要に応じて静電気除去の対策

を行う。 

注意事項 重量物であり、荷崩れ防止や落下防止に注意する。 

保管 

技術的対策 特別な技術的対策は必要としない。 

保管条件 直射日光、高温多湿を避けて保管する。熱や発火源から遠ざける。 

混触禁止物質 特になし 

安全な容器包装材料 特になし 

 

８．暴露防止及び保護措置 

設備対策 静電気対策として、適宜除電設備を設ける。 

管理濃度 設定されていない 

許容濃度 

日本産業衛生学会 第３種粉塵 吸入性粉塵 2mg/m3 

  総粉塵 8mg/m3 

ＡＣＧＩＨ その他の粉塵 呼吸性粉塵 3mg/m3 

  吸入性粉塵 10mg/m3 

保護具 

呼吸器の保護具 必要に応じて、防塵マスクを着用する。 

手の保護具 必要に応じて、保護手袋を着用する。 

目の保護具 必要に応じて、保護めがねを着用する。 

皮膚及び身体の保護具 安全帽、安全靴、保護服を着用する。 

衛生対策 作業中は飲食又は喫煙をしない。作業後は手を洗う。 

 

９．物理的及び化学的性質 

外観（形状、色） 透明シート 

臭い 殆ど無臭 

融点 １３９～１４５℃ 

爆発範囲 知見なし 

発火点 約４００℃ 

比重 ０．９０（２３℃） 

溶解度 水に不溶 

 

１０．安定性及び反応性 

安定性 通常の保管・取扱い条件において安定である 
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危険有害反応可能性 自己反応性なし 

避けるべき条件 静電気を発生する危険性があるので、静電気除去装置等を適宜設

置しておくことが望ましい 

混触危険物質 知見なし 

危険有害な分解生成物 熱分解により、一酸化炭素などの有害なガスが発生する可能性が

ある 

 

１１．有害性情報 

急性毒性 知見なし 

皮膚刺激性 知見なし 

眼刺激性 知見なし 

皮膚感作性 知見なし 

生殖細胞変異原性 知見なし 

発がん性 ＜ポリプロピレン＞ 

 ＩＡＲＣの発がん性区分でグループ３（ヒトに対する発がん性に

ついては分類できない）。*1 

生殖毒性 知見なし 

特定標的臓器・全身毒性 知見なし 

吸引性呼吸器有害性 知見なし 

 

１２．環境影響情報 

生態毒性 知見なし 

残留性・分解性 知見なし 

生体蓄積性 知見なし 

土壌中の移動性 知見なし 

 

１３．廃棄上の注意 

廃棄物処理及び清掃に関する法律等に従って、承認された廃棄物処理場で処理する。 

焼却を行う場合は、大気汚染防止法等に適合した焼却設備で焼却する。 

海洋生物、鳥類が摂取するのを防止するために、海洋や水域では投棄してはならない。 

 

１４．輸送上の注意 

国連分類 該当しない 

国連番号 該当しない 

国内規制 消防法における指定可燃物に該当するので、同法の規定に従った

容器、積載方法により輸送する。 

輸送の特定の安全対策及び条件 容器の破損等がないことを確かめ、転倒、落下、損傷のな

いように積み込み、荷崩れ防止を確実に行う。 

 輸送中は、直射日光、水濡れを避ける。 

 

１５．適用法令 

火薬類取締法 該当しない 

高圧ガス保安法 該当しない 

消防法 指定可燃物（合成樹脂類 3000kg 以上） 

毒物及び劇物取締法 該当しない 

労働安全衛生法 施行令第１８条の２（通知対象物質 312 号 シリカ） 

化審法 該当しない 

船舶安全法 該当しない 

航空法 該当しない 

海洋汚染防止法 該当しない 

化学物質排出把握管理促進法 該当しない 
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１６．その他の情報 

参考文献 

*1 IARC MONOGRAPHS Supplement No.7 

Overall evaluations of carcinogenicity: An updating of IARC Monographs Volume 

1 to 42, 1987 

 

＜記載内容について＞ 

記載内容は現時点で入手できた資料や情報にもとづいて作成しておりますが、記載データや

評価に関しては、いかなる保証をなすものではありません。また、注意事項は通常の取扱い

を対象としたものですので、特別な取扱いをする場合には用途・用法に適した安全対策を実

施の上、お取り扱い願います。 

 


